
マルチエージェントシミュレーションを⽤いた
いじめが発⽣しない学級編成の提案

4.いじめ発⽣を防ぐための⼯夫|新たな初期状態1.研究背景| いじめを継続させない⽅法とは

▶学校⽣活の中で⼈間の排他的な⾏動の1つとして近年注⽬を受けている学級内
のいじめ問題．どうすれば，いじめの発⽣を防ぐことができるのか? 

先⾏研究では提案された数理モデルにおい集団内でいじめを受ける候補者
を発⽣させていた．

5.シミュレーション結果

6.結論
いじめが発⽣しない学級編成ができた

孤⽴したエージェントを発⽣させる⽅法は考えられているが，
孤⽴したエージェントを防ぐ⽅法は考えられていない．

課題

▶試⾏回数𝑹 = 𝟐𝟎𝟎𝟎𝟎での(a)，(d)のシミュレーション結果
結果𝟏

結果𝟐

▶𝒏⼈の⽣徒と𝐌種類の価値があり，各⽣徒は𝐌種類の内から𝒎種類の価値を
無作為に選択．

▶各価値は⽣徒に「選択される」または「選択されない」のどちらかの状
態に無作為に選択される．

▶𝒊, 𝒋 (𝒊 ≠ 𝒋)番⽬の⽣徒𝟐名がある価値に対しての2つの価値状態．
共有価値
⾮共有価値

3.群集化+差異化モデル| 先⾏研究で提案されているモデル

シミュレーション結果
𝒏 = 𝟐𝟎,𝒎 = 𝟏𝟎,𝑴 = 𝟓𝟎,𝒅 = 𝟏
縦軸 : エージェント
横軸 : 価値
⻘⾊セルは選択価値を意味する．
試⾏回数𝑹 = 𝟐𝟎𝟎𝟎𝟎.

排除⾏動までの⼿順
𝟏) 𝒏⼈の⽣徒から無作為に𝟐⼈選択する．
𝟐) 𝟐⽣徒間の共通した価値数 と求める．
𝟑) が前と同時⽣徒同⼠の共通した価値数𝒄𝒐𝒍𝒅よりも閾値𝒅だけ
⼩さい場合，集合𝑺 𝒂𝒄𝒕, 𝒐𝒃𝒋 ≠ ∅でないならば，𝟐⽣徒同⼠の
共通したある価値𝝋 ∈ 𝑺(𝒂𝒄𝒕, 𝒐𝒃𝒋)を𝟏つランダムに選択し，
⼀⽅の⽣徒に価値の所有を強制的にやめさせる．

◀結果を⾒ると収束後に
価値を共有している𝟐つの
グループが存在し、
⽮印のような𝟑⼈の孤⽴
したエージェント，すな
わちいじめを受ける候補
者が発⽣した．

𝒏𝒔𝒐𝒍 :収束後に集団内で孤⽴
した⽣徒の数

𝒈 : 収束後に価値を完全に
共有する集団の数

2.⽬標
数理モデルによるいじめが発⽣しない
学級編成の模索

いじめを受ける候補者は減っている??? (𝒏𝒔𝒐𝒍 = 𝟑 → 𝟏)

𝒎𝒔𝒉𝒂𝒓𝒆が⼤きいほどいじめを受ける候補者は減り，
最終的には候補者はいなくなる．

縦軸 : 𝒏𝒔𝒐𝒍の平均値
横軸 : 𝑴/𝒎

(𝒎= 𝟏𝟎)

𝒏 = 𝟐𝟎,𝒎 = 𝟏𝟎,𝑴 = 𝟓𝟎,𝒅 = 𝟏
▶各𝒎𝒔𝒉𝒂𝒓𝒆で試⾏回数𝑹 = 𝟐𝟎𝟎𝟎の
シミュレーションを𝟓𝟎回ずつ⾏った．
縦軸 : 各𝒎𝒔𝒉𝒂𝒓𝒆での𝒏𝒔𝒐𝒍の平均値
横軸 : 𝒎𝒔𝒉𝒂𝒓𝒆の値

𝒎𝒔𝒉𝒂𝒓𝒆 = 𝟖以降は
𝒏𝒔𝒐𝒍は⾒られない．

▶𝒎𝒔𝒉𝒂𝒓𝒆の値を⼤きくすると単調増加になっている．
▶𝒎𝒔𝒉𝒂𝒓𝒆 = 𝟕ようなある程度共有された初期状態でも𝒏𝒔𝒐𝒍は発⽣し，
𝑴/𝒎の増加に伴い𝒏𝒔𝒐𝒍も増加する傾向が得られた．

殆ど同じ価値観を持つ学級でなければ
いじめを受ける候補者は発⽣してしまう．

価値が共有された場合の初期状態(𝒎𝒔𝒉𝒂𝒓𝒆 = 𝟓)

▶いじめの候補者をなくす⼯夫として「似た価値観を持っている」⽣徒同⼠
の集団を形成する．すなわち，何も価値を共有していない初期状態から
予め無作為に選択された価値を全⽣徒に所有させ，価値が共有された場合
の初期状態を形成する．そして，この初期状態で群集化+差異化モデルを
⾏う．共有された価値の個数を𝒎𝒔𝒉𝒂𝒓𝒆とする．

先⾏研究での初期状態

先⾏研究
▶いじめは様々な原因が考えられるが先⾏研究では
⼈間同⼠の価値観の相違によって引き起こされるものとしている．

エージェントの設定

いじめを受ける候補者が発⽣する．

▶𝒎𝒔𝒉𝒂𝒓𝒆 = 𝟓までは単調に増加，以降は単調に減少している．

各⽣徒が乱数に従い，条件下でエージェントの価値数を増減をさせ、全エージェ
ントの価値が変動しなくなる状態まで試⾏を繰り返させる(同調⾏動)．これに条件
を加えて，対象となるエージェントの価値数を強制的に減らす排除⾏動を⾏うこ
とによって集団内で孤⽴したをエージェントを作りだす．
この孤⽴したエージェントこそがいじめを受ける候補者と考えている．

群集化+差異化モデル

▶いじめが発⽣しないような学級を予め作る．先⾏研究での初期状態に対していじめの発⽣を防ぐ
ような初期条件を提案し，先⾏研究と同様の⼿法を⽤いて孤⽴したエージェントの発⽣をなくす．

▶提案した初期状態で孤⽴したエージェントの発⽣を防げた．しかし，⾮常に限られた状態でのみ
候補者の発⽣を防ぐことが可能であるため現実的とは⾔い難い．

初期条件

結果

ある価値において双⽅の⽣徒がそれを所有する状態．𝑺 𝒊, 𝒋 ．
ある価値において⼀⽅の⽣徒のみが価値を所有する状態．𝑻(𝒊, 𝒋)．

前⽥ 義信, 今井 博英,“ 群集化交友集団のいじめに関するエージェントベースモデル ”, 
(2005), 電気通信学論⽂誌 A Vol.J-88 A No.6 722-729. 


